
	
 

学童期の子どもの相談  
	
 

	
 

小学校で「発達の課題」の可能性を示唆されたお子さんや、	
 

心の面や行動面で「気になることがある」と勧められた	
 

お子さんが来談されます。 
	
 

しつけや子どもとの関わりについて困っていること、	
 

心の課題や発達の課題を抱える子どもにどのように支援を	
 

したらよいのかという、保護者の相談にも応じています。 
	
 

	
 

	
 

	
 

学校に行けない	
 

落ち着きがない	
 

授業中でもウロウロする	
 

粗暴な行動がある	
 

遊びのルールが守れない	
 

忘れ物が多い	
 

注意・集中が困難で学習がうまく

いかない	
 

融通が利かない	
 

かんしゃくが激しい	
 

人との交流が上手くいかない	
 

興奮・混乱した状態になる	
 

学童期の子どもに多い相談内容  

ダメと言ってもいうことをき

かない	
 

同じことを何度も繰り返す	
 

盗みをする	
 

放火する	
 

頭痛・腹痛・吐き気を訴える	
 

トイレが近い	
 

お母さんと離れられない	
 

いろいろなものを怖がる	
 

家族や決まった人以外と話せ

ない 
手洗いを繰り返す 

など 


